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意見文発表会では、西東京市などにおける身近な課題について考え

ていくと、ＳＤＧｓにつながっていくことを実感した生徒がいた一

方で、ＳＤＧｓを意識して課題を捉えていくことで、身近な課題を

発見できた生徒もいた。特に、身近な課題として「環境問題」（ゴミ

のポイ捨てやリサイクル）、「食品ロス」、「個性、多様性」の課題に関

心が寄せられていた。 

 

 

 

 

 

生徒の意見文より 

・昨年度、このひばりが丘中学校では、実に３トンを超える量の食材が廃棄されました。３トンの食材を言い換え

ると、１人が約１０年間で食べる量と同じ量になります。私はこのことを知り、私達がいかに恵まれているか、

そしていかにもったいないことをしたかを痛感しました。（中略）私達が学校給食の残菜を減らしていけば、その

うち適切な量の食材が私たちに供給され始め、これまで廃棄されていた分の食材が世界に届けられるのではない

かと思います。 

・（前略）あなたは表面だけの情報で人を判断してしまっていないか、今一度振り返ってみてください。本来の自

分と偏見によって生み出されたギャップに苦しみ、自分を生み出すことを控えてしまう人もいます。（中略）（偏

見の解決策は）自分の知識や経験を過信しすぎないこと、普段から客観的な視点を取り入れることです。 

・私は人間はみな個性的であり、その個性は否定されるべきではないと思います。だから相手の考えを尊重し、話

に耳を傾け、分かり合おうとする姿勢をもつことが必要です。 

①西東京市など身近な出来事から社会に対する問題意識をもち、自分の考えをまとめ人に伝える力を身

に付ける。 

②友達の意見を聞くことで自分の視野を広げ、改めて身近な課題の解決を図ろうとする意欲を高める。 

まとめ コラム 
第３学年では、１年生で西東京市などの身近な地域について、２年生では SDGs について学び、特に関心の高い項目について調

べ、現状や今後の課題、展望についてまとめたものを発表しました。それらの学習を踏まえて、３年生では改めて身近な課題

に目を向け、その課題の解決方法などを模索することで、自身の周りのことや地域のこと、さらにそれらは SDGs に深く関わ

っていくことを学びました。身近な視点と世界に視野を広げた見方で、社会に関心をもつことができました。 

意見文発表会 「１５歳の主張―私たちの身近な問題」 


